








































































































































































































































































メージ、クッパーマン更年期障害指数（安部変法）（Kupperman Kohnenki Shohgai Index :
KKSI）、日本語版WHOQOL―２６（WHO Quality of Life２６）、BSRI日本語版（Bem Sex Role
Inventory）よりなる。【結果】性役割パーソナリティをアンドロジニー型（女性性・男性
性共に高い）、クロスセックスタイプ型（女性性は低く、男性性が高い）、セックスタイプ
型（女性性が高く、男性性が低い）、未分化型（女性性・男性性がともに低い）に分け
た。分散分析の結果、KKSIでは、「倦怠感・疲労感」、「頭痛」がアンドロジニー型の得点
が低く、セックスタイプ型が高かった。QOLではアンドロジニー型が高く、未分化型、セ
ックスタイプ型では低かった。男性性の高さは、QOLの高さに関連することが示された。
内容分析の結果から、更年期イメージは身体症状、身体機能、精神症状、捉え
方・イメージ、生活の質に分類された。女性性イメージは捉え方・イメージ、行動
パターン、母性に分類された。
論文題目：小学校中学年における「愛着」と「家族機能」の関係性の検討
氏 名：谷澤 祐子
概 要
本研究は、小学校中学年において、児童の持っている愛着と、家族機能の関係性を検討
することを第１の目的とし、学校間による児童の愛着と家族機能の差異を検討することを
第２の目的とした。愛着の定義および愛着発達モデルの変遷、小学校中学年の愛着の特徴
などや現代の家族機能の特徴などを整理し、文献研究を行った。
さらに小学３、４年生２０１名を対象に下位尺度『回避性』『両価性』からなる「愛着尺
度」と、下位尺度『凝集性』『適応性』からなる「家族機能尺度」に基づいた質問紙調査
を実施し、t検定、２要因の分散分析、χ二乗検定などの統計的分析を試みた。その結果と
して、家族機能の『凝集性』『適応性』が高いことが不安定な愛着に結び付く可能性など
が示唆された。具体的には家族機能と愛着には弱い正の相関関係があり、特に愛着の
下位尺度『回避性』得点が家族機能の下位尺度『凝集性』『適応性』得点の高低に関係す
る。小学校中学年の児童は「主要な愛着人物」「二次的愛着人物」を有し、「母親」を好
きな児童は「母親」を「回避」する心理も働く傾向にある。また、愛着人物をあげられ
ない児童においては、特に、家族機能の下位尺度『適応性』得点を低くする、すなわち家
族の役割構造を硬化させる、ことが安定した愛着形成に有用である可能性がある小学校
間の比較では『両価性』得点に有意差があり、いくつかの児童の愛着形成に関する諸条件
が示唆される、ということなどが得られた。
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